
区 分 頂 い た ご 意 見

愛知県 整備目標 「水利用の合理化」について、その具体的な内容によっては
判断が異なってきます。
基本方針（案）と同様、今渡地点での流水の正常な機能を維
持するための必要な流量も検討して下さい。

流水の正常な機能の維持については、木曽川水系河川整備計画
たたき台（素案）に記載しております。なお、動植物の生息・
生育等に必要な河川環境を改善するための目標とする維持流量
の確保地点は木曽成戸地点としています。

第２章第３節
第２項 河川水の適正な利用及び
流水の正常な機能の維持に関する
目標
（Ｐ ２－ ８）

実施事項 河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持における水利
用の合理化については木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第２項
１河川水の適正な利用
２流水の正常な機能の維持
（Ｐ ３－２３）

実施項目 各分野がそのまま独立して整備メニューを整理されているた
め、横のつながりが欠けている。特に環境の分野については、
単なる整備メニューの項目ではなく、治水、流水管理・水利
用、維持管理それぞれの分野において、環境への配慮と連動し
た考えが必要と考えます。

整備メニュー（案）は、治水、利水、環境、維持管理それぞれ
に記載するメニューを整理したものとなっていますが、環境の
メニューである「多自然川づくり」は、すべの川づくりの基本
であり、調査、計画、設計、施工、維持管理等の河川管理にお
ける全ての行為を対象として、河川全体の自然の営みを視野に
入れ、地域の暮らしや歴史、文化との調和にも配慮し、河川が
本来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な河川景
観を保全・創出するために、河川管理を行うことであり、これ
を基本としてします。
また、環境に関する記述は、治水の水位低下対策として実施
する河道掘削・樹木伐開において、「必要に応じて代償措置等
により環境への影響の低減に努める。」とし、流水の正常な機
能の維持として、河川環境の改善のため、新丸ダム及び木曽川
水系連絡導水路の建設を位置づけ、河川流量の再生についても
項目を設けています。さらに維持管理においても、河川環境の
維持に関する事項として、河川の清潔の維持、地域と連携した
取組みを記載するなど、各施策を連携して実施することとして
います。

第２章第３節
第３項 河川環境の整備と保全に
関する目標
（Ｐ ２－ ８）

第３章第１節
第１項 洪水、高潮等による災害
の発生の防止又は軽減に関する事
項
（Ｐ ３－ １）

実施事項 「伊勢湾の再生」の具体的な取組内容や、流域委員会でも意
見の出ていた「環境については伊勢湾を含めた広いスケールで
捉え、特に流量が伊勢湾の環境に与える影響を考慮すること」
について、整備計画への反映を検討して下さい。

伊勢湾の再生については、木曽川水系河川整備計画たたき台
（素案）に記載しております。

第３章第１節第３項
４(3) 伊勢湾再生への連携
（Ｐ ３－３４）

愛知県
犬山市

実施事項 犬山市栗栖地内では今までに浸水被害が発生しており、より一
層治水安全度を高めていただきたい。また、木曽川沿いは飛騨
木曽川国定公園や名勝木曽川に指定され、特に自然環境に恵ま
れた地域である。また、当市と対岸の各務原市とで、木曽川の
景観を守って行くために木曽川景観協議会を設立し、平成１８
年３月に木曽川景観基本計画を策定しており、景観に考慮した
河川整備計画の策定をお願いしたい。

木曽川の治水安全度及び景観の保全については、木曽川水系河
川整備計画たたき台（素案）に記載しております。

第２章第３節
第１項 洪水、高潮等による災害
の発生の防止又は軽減に関する目
標
（Ｐ ２－ ５）

第３章第１節第３項
２(2) 景観の保全
（Ｐ ３－３１）

整備目標
実施事項

国営木曽三川公園を上流域まで拡大し、親水施設や運動施設等
の整備、それらを遊歩道、サイクリングロードでネットワーク
化、さらに周辺地域の既存遊歩道等との連携を図ることによ
り、木曽川を中心とした人の大きなネットワークの構築を進め
ていただきたい。

川と人とのふれあいネットワークについては、木曽川水系河川
整備計画たたき台（素案）に記載しております。
なお、国営公園の拠点整備については、今年度国営公園の基本
計画の改定を実施いており、社会情勢や財政状況を等を勘案し
ながら、新たな拠点の位置づけが可能か検討してまいります。

第３章第１節第３項
２川と人とのふれあいの増進
（Ｐ ３－３１）

整備目標 治水の目標について
目標流量を流下させるために具体的にどの区間を整備するの
か、どのように洪水が解消されるのかはこのたたき台からは読
み取ることができないが、目標としている昭和58年9月洪水に
おいて、当市においても浸水被害が発生しており、その浸水解
消を図るよう整備をすすめていただきたい。

木曽川の治水の目標については、木曽川水系河川整備計画たた
き台（素案）に記載しております。

第２章第３節
第１項 洪水、高潮等による災害
の発生の防止又は軽減に関する目
標
（Ｐ ２－ ５）

愛知県
扶桑町

実施事項 堤防に降った雨水が堤内地に被害（床下浸水、土砂流出など）
がある。

内水対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第１項
３内水対策
（Ｐ ３－１９）

実施事項 ・住民の生命、財産を守る為、未完成堤防（高さ不足、断面不
足等）の早期完成を望みます。

堤防の整備については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３条第１節第２項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 ・木曽三川国定公園にも指定されており、人と河川がふれあえ
る河川環境の整備を望みます。（遊歩道・各種スポーツ施設等
のレクリエーション施設）

人と河川がふれあえる河川環境の整備については、木曽川水系
河川整備計画たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第３項
２川と人とのふれあいの増進
（Ｐ ３－３１）

実施事項 ○堤防質的強化：浸透対策 浸透対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３条第１節第２項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 ○防災拠点整備  立田地区 防災拠点整備については、木曽川水系河川整備計画たたき台
（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
４(1)防災関係施設の整備
（Ｐ ３－２０）

愛知県
弥富市

実施事項 本市は木曽三川流域の地形特性である、海抜ゼロメートル地
帯に位置し、常に洪水・高潮の危険に晒されております。
そのため、整備計画の策定にあたっては、特に高潮対策及び
漏水対策について計画的に実施されるよう策定願います。ま
た、狭窄部となっている橋梁の計画的な架替えについても配慮
願います。

高潮対策、漏水対策及び橋梁架け替えについては、木曽川水系
河川整備計画たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(2)高潮に対する安全性の強化
（Ｐ ３－１８）
第３条第１節第２項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）
第３条第１節第１項
１(2)横断工作物の改築
（Ｐ ３－ ６）

その他 今後の計画策定にあたっては、関係自治体の意見に配慮いた
だき、計画的かつ具体的な整備計画の策定を要望します。

河川整備計画の策定にあたっては、流域委員会、ふれあい懇談
会、整備計画策定説明会等を通じて学識経験者、地域住民、関
係自治体等から意見を伺いながら策定していきます。

実施事項 木曽川の流れのボトルネックとなっている国道１号の尾張大橋
の架け替えと周辺堤防の早期整備をお願いします。

尾張大橋の架け替えについては、施設管理者と改築計画を調
整し、整備を検討してまいります。

第３章第１節第１項
１(2)横断工作物の改築
（Ｐ ３－ ６）

実施事項 周辺堤防の整備については、木曽川水系河川整備計画たたき
台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３ー ８）

実施事項 ○高潮堤防整備に伴い改修が必要となる構造物の改修
（鍋田上水門）

高潮堤防に伴い改修が必要となる構造物の改築については、木
曽川水系河川整備計画たたき台（素案）に記載しております。
鍋田上水門については、高潮堤防整備に伴い改修を行うものと
しています。

第３条第１節第２項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 ○暫定堤防改修：嵩上げ・断面拡幅・高水敷造成
木曽川左岸 五明地区

堤防の整備については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３条第１節第２項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

愛知県
愛西市
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記載箇所自治体名 頂いたご意見に対する考え方

木曽川水系河川整備計画たたき台（骨子）

愛知県
名古屋市

実施事項 本市においては木曽川水系より非常に多くの水の恩恵を受け
ているが、都市において求められる環境配慮の流量に対しても
高い関心を持っており、今後の利水のあり方についてこうした
点からも情報提供が頂けるようお願いします。

本説明会において、適宜情報提供を行っていきます。

岐阜県 その他 木曽三川整備計画策定説明会の開催スケジュール（開催段階）
を示していただきたい。

開催スケジュールについては、木曽三川整備計画策定説明会で
適宜示していきます。

その他 木曽川水系河川整備基本方針が策定されていないので、これが
策定されるまでの木曽三川整備計画策定説明会における審議方
法や審議内容について、詳細に説明願いたい。

木曽三川整備計画策定説明会における審議方法や審議内容につ
いては、今後も策定説明会の中で説明していきます。

○意見①
整備目標 ２－１を選択すべきである。
実施項目 【意見①の理由】

現時点では遊水地計画が具体的に提示されていないこと、遊
水地計画に対する地元意見が十分把握できていないこと、遊水
地計画の影響（社会的影響、環境への影響等）が提示されてい
ないことから、今回の河川整備計画では、河道で対応すべきで
ある。

○意見②
河川管理者として２－２を選択する理由を明確に示していた
だきたい。
【意見②の理由】
「河川管理者としての選択」では、選択理由が「財政の制
約、効果の早期発現などを勘案」しか示されておらず、選択理
由を明確に示していただきたい。
特に遊水地整備については、基本方針で示す遊水地計画とそ
の進め方を明確にしていただき、それに対する、地元意見、社
会的影響、環境への影響等を議論した結果を提示していただき
たい。
地元意見については、遊水地整備予定市町で、ふれあい懇談
会や説明会を開催するなど、意見を聴取していただきたい。
遊水地は、社会的影響が生じると思われるが、明確に把握で
きていない。例えば、岐阜県は、大交流時代の活力を取り込む
等、地域経済活性化にむけた取り組みを行っており、その一つ
に東海環状自動車道西回りルートがある。この開通にあわせ市
町は沿線に企業誘致等を考えている。市町が開発構想を持つ土
地については、遊水地の候補地から外すことができるかなど、
議論の余地が多く残されている。したがって、遊水地の社会的
影響を十分検討した上で、再検討すべきである。

○意見③

２－１に記載されている「（将来の遊水地等が開発される恐
れがある）」を削除していただきたい。

【意見③の理由】

治水の目標など選択方式により意見聴取する場合、選択肢に
「（将来の遊水地等が開発される恐れがある）」を記載するの
は、２－１の選択肢のみデメリットを示しており、公平ではな
い。また、遊水地の社会的影響を検討していない現状では、主
観的な意見が記載されていることになり、適切な意見聴取の障
害となりかねない。したがって、削除されたい。

岐阜県
中津川市

実施事項 中津川市は、岐阜県内で木曽川水系の最上流に位置し、市内
にも中津川をはじめ四ツ目川、付知川、落合川といった支流を
抱えています。
これらの支流は急峻な地形と相まって、強雨により短時間で
出水し、出水時には大量の土砂を流下する要素を含んでおり、
土石流などに対する治水の必要性を大きく感じているところで
す。
一方で利水として、大井ダム、落合ダム、などで水力の発電
利用や、飲料水として取水するなど利益も受け、上流で私たち
が使った水が河川へ戻り、下流で再び利用されている水環境の
保全のための努力も下水道整備として実施しているところで
す。
そのため、将来に亘る木曽川の整備を考えるとき雨水をいか
に流下させるかは大切な計画でありますが、雨水をいかに保水
するかも重要な課題で、現在の河川の周辺環境が維持される前
提では河川の河積や容量は十分かもしれませんが、将来の河川
改修や砂防工事の計画する上では、森林保護や治山治水など河
川の環境保全と周辺整備を具体的に揚げて実施することが必要
であると考えます。

木曽川水系河川整備計画（原案）に向けて参考とさせて頂きま
す。

実施項目 河川は、それぞれの河川管理者が、それぞれの計画を持って
現在整備がされています。
今回このような形で木曽、長良、揖斐川の流域ごとの整備計画
が立てられ、方向性を持って整備されることは意義あることで
あると思います。
そして、下流域に住む方の生命、財産を守る上で河川の整
備、下流域での浚渫や、河道拡幅、ボトルネックの解消も当然
必要でありますが、一方では降雨による土砂の流出も河川管理
の課題であり、土砂流出を抑制するための対策を検討し、状況
の把握、分析を行い今後の計画的な土砂流出防止の実施も併せ
て望むものです。

土砂管理については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第３項
５流砂系の健全化
（Ｐ ３－３５）

岐阜県
下呂市

整備区間 堤防強化について
飛騨川上流部の堤防強化（護岸強化）整備を追加願いたい

本河川整備計画たたき台（素案）の堤防強化の施行の場所につ
いては、大臣管理区間を対象としております。

第２章
第１節 整備計画対象区間
（Ｐ ２－ １）

実施項目 河川流量の再生について
例題図に飛騨川上流部を表示願いたい
数年前から、中電、漁協、行政で協議を重ねております。

河川流量の再生については、木曽川水系河川整備計画たたき台
（素案）に記載しております。なお、河川流量の再生箇所の例
題図については、作成しておりません。

第３章第１節第２項
５河川流量の再生
（Ｐ ３－２５）

岐阜県
瑞浪市

実施項目 新丸山ダムの早期完成をお願いします。 新丸山ダムについては、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第１項
１水位低下
(3)洪水調節機能の強化
１）新丸山ダムの建設
（Ｐ ３－ ６）
第３章第1節第２項
２流水の正常な機能の維持
1)新丸山ダムの建設
（Ｐ ３ー２３）

第３章第１節第１項
１(3)洪水調整機能の強化
2)遊水地等の整備
（Ｐ ３－ ７）

基本方針(案)では、「長良川においては、洪水調節のため
に関係機関と調整しながら既存施設の有効活用を図るととも
に、流域内の遊水機能を活かした洪水調節施設等によって河
道への負担を低減させる。また、堤防の拡築、河道掘削によ
り河積の増大を図るとともに、護岸等の整備により計画規模
の洪水を安全に流下させる。」こととされています。長良川
の治水対策は、洪水調節機能の確保と河道改修の両面から進
めていくこととされています。
現状においても、中流域においては遊水機能を有してお

り、引き続き下流域において河道の改修により流下能力の向
上を図る中においても、中流域における遊水機能については
適切に保持し、河道の改修効果の低下を防いでいく必要があ
ります。
一方、貴県のご意見のとおり、中流域の地域では東海環状

自動車道の整備が進捗しており、これに伴い開発ポテンシャ
ルが向上し、地域開発の機運が高まっています。また、長良
川沿川地域では従来より堤防締切等の整備による安全度向上
の期待があります。このような状況に対応するため、早期に
治水対策と地域整備をバランスを持って進める必要があると
ころです。
具体的には、地域整備の観点から、地域の開発計画と遊水

地計画を総合的に検討し、土地利用に反映させていくととも
に、具体の整備を連携して進めていく必要があります。この
ため、河川管理者のみならず地元自治体と共同した取り組み
が必要です。
整備計画(案)においては、遊水地の整備については、「岐

阜県をはじめとする関係機関と十分な協議・連携を図るとと
もに、既往の洪水に対する当該地域の浸水対策を併せて検討
する。また、遊水地等の位置・諸元等の詳細については今後
検討し決定していく。」としています。
整備計画では遊水地の機能を具体に明示し、その方針に基

づき、引き続き、地域の意向等を踏まえ関係機関の連携の下
に具体化の取り組みを進めていくものと考えています。
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区 分 頂 い た ご 意 見

記載箇所自治体名 頂いたご意見に対する考え方

木曽川水系河川整備計画たたき台（骨子）

岐阜県
恵那市

その他 河川法改正より10年が経過しており地域に対し、河川整備のあ
り方を早く示すべきと考えます。着実に河川整備基本方針及び
整備計画を策定願いたい。

ご指摘を踏まえ、木曽川水系河川整備計画の早期策定を目指し
て参ります。

実施項目 河川整備計画において、建設されるダム上流域の整備について
も記述されたい。

地域の自治体、住民等、ダム事業者・管理者が主体となり策定
する「水源地域ビジョン」等により水源地域活性化方策を実施
します。

第３章第２節第３項
２地域と連携した取り組み
（2）地域に開かれたダム指定、
水源地域ビジョンの実施
（Ｐ ３－４７）

岐阜県
可児市

その他 ・岐阜県の可茂地域総合治水対策との統一性や協調性はありま
すか。
・庄内川水系は、かなり進んでいるのでそちらも参考にしては
どうですか。

河川整備計画の策定にあたっては、関係機関と調整しつつ検討
していきます。

その他 河川整備計画の策定において、関係市町村長の意見を聴くと
なっているが、どのように行われるのでしょうか。

市町村長への意見聴取については、整備計画（案）の段階で知
事より意見照会が行われますが、ふれあい懇談会、策定説明会
など機会ある毎にご意見をお聞きしていきます。

その他 岐阜県では昨年度「新五流域総合治水対策プラン」を策定し
今後総合的な治水対策がなされようとしていますが、そのプラ
ンとの連携・整合性を図られたい。

河川整備計画の策定にあたっては、関係機関と調整しつつ検討
していきます。

岐阜県
御嵩町

実施事項 新丸山ダムの早期完成を要望します。 新丸山ダムについては、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。
新丸山ダム建設については、早期完成に向け事業を推進しま
す。

第３章第１節第１項
１水位低下
(3)洪水調節機能の強化
１）新丸山ダムの建設
（Ｐ ３－ ６）
第３章第1節第２項
２流水の正常な機能の維持
1)新丸山ダムの建設
（Ｐ ３ー２３）

岐阜県
八百津町

実施項目 新丸山ダム建設事業は、木曽川における河川整備計画の重要な
位置づけと考え、事業の促進を要望する。

新丸山ダムについては、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。
新丸山ダム建設については早期完成に向け事業を推進します。

第３章第１節第１項
１水位低下
(3)洪水調節機能の強化
１）新丸山ダムの建設
（Ｐ ３－ ６）
第３章第1節第２項
２流水の正常な機能の維持
1)新丸山ダムの建設
（Ｐ ３ー２３）

岐阜県
美濃加茂市

実施項目 新丸山ダムを早期に完成いただきたい。 新丸山ダムについては、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。
新丸山ダム建設については、早期完成に向け事業を推進しま
す。

第３章第１節第１項
１水位低下
(3)洪水調節機能の強化
１）新丸山ダムの建設
（Ｐ ３－ ６）
第３章第1節第２項
２流水の正常な機能の維持
1)新丸山ダムの建設
（Ｐ ３ー２３）

実施項目 洪水調整能力の向上、渇水対策として、新丸山ダム建設事業を
推進いただきたい。

新丸山ダムについては、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。
新丸山ダム建設については、早期完成に向け事業を推進しま
す。

第３章第１節第１項
１水位低下
(3)洪水調節機能の強化
１）新丸山ダムの建設
（Ｐ ３－ ６）
第３章第1節第２項
２流水の正常な機能の維持
1)新丸山ダムの建設
（Ｐ ３ー２３）

岐阜県
岐阜市

整備目標 本市は地形的特徴から幾度の大きな水害を経験しており、水
害に強いまちづくりのため、長良川の治水安全度の強化を重点
とした基本方針及び整備計画の策定をお願いしたい。また、長
良川の鵜飼利用や自然環境にも配慮されたい。

長良川の治水安全度及び自然環境への配慮については、木曽川
水系河川整備計画たたき台（素案）に記載しております。

第２章第３節
第１項 洪水、高潮等による災害
の発生の防止又は軽減に関する目
標
（Ｐ ２－ ５）

第３章第１節第３項
１ 河川環境の整備と保全
（Ｐ ３－２６）

岐阜県
大垣市

その他 前回、開催された“ふれあい懇談会”の意見を、今回の懇談会
に反映した意見交換会にしてもらいたい。

昨年度実施した第１回ふれあい懇談会は、現地視察を通じて河
川整備や管理への意見について聞いており、その意見を参考に
して、第２回ふれあい懇談会で提示した木曽川水系河川整備計
画たたき台（骨子）を作成しております。

岐阜県
北方町

実施項目 河川整備については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第２章第３節
第１項 洪水、高潮等による災害
の発生の防止又は軽減に関する目
標
（Ｐ ２－ ５）

実施項目 洪水時の情報伝達については、木曽川水系河川整備計画たたき
台（素案）に記載しております。

第３章第２節第１項
９(1)洪水時等の管理
（Ｐ ３－４４）

岐阜県
大野町

現状と課題 １．ふれあい懇談会意見（貴ホームページのとおり）は河川の
その流域における現状を１番よく知り理解している方々の意見
であり、自治体としても住民の総意だと考えておりますので、
整備計画策定時には、意見、要望等を踏まえたものとなること
を望む。
２．国土交通省と自治体が河川公園等護岸整備と協働整備でき
る施策を望む。
３．重要水防箇所（河川巡視手帳）の早期整備を行うための計
画の策定を望む。

（１．について）
ご指摘の通り、河川整備計画の策定にあたっては、ふれあい懇
談会等住民からの意見を参考に策定していきます。
（２．について）
人と河川がふれあえる河川環境の整備については木曽川水系河
川整備計画たたき台（素案）に記載しております。
ご要望については、今後の整備に関する計画の参考にします。
（３．について）
ご指摘を踏まえ、木曽川水系河川整備計画の早期策定を目指し
て参ります。

（２．について）
第３章第１節第３項
２川と人とのふれあいの増進
（Ｐ ３－３１）

近年の地球温暖化傾向により異常気象、過去経験し得なかっ
た災害、水害が各所で発生するなか、また現在予測される、東
海地震・東南海地震に備え、過去における水害経験や、河川整
備状況等、国が管理する河川についての整備について、早期の
改修をお願いします。また洪水時における情報伝達、周知につ
いて情報提供の敏速化を図られる要望いたします。
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区 分 頂 い た ご 意 見

記載箇所自治体名 頂いたご意見に対する考え方

木曽川水系河川整備計画たたき台（骨子）

実施事項 治水対策の要望事項
堤防強化について
高さ不足や断面不足の堤防の整備
・海津市南濃町太田地内の特殊堤防
・揖斐川右岸左岸とも

堤防強化については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 漏水対策
・長良川、揖斐川各所

漏水対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 耐震対策
・揖斐川、長良川の堤防の地震時の変形等に対する調査及び対
策工の推進

耐震対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。但し、具体的な施行の場所について
は、今後検討して参ります。

第３章第１節第１項
２(3)地震対策の推進
（Ｐ ３－１９）

実施事項 水位低下について
・揖斐川の河道掘削、樹木の伐採をして、水位低下を図ること
はできないか。

水位低下対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台
（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
１(1)河道掘削・樹木伐開
（Ｐ ３－ １）

実施事項 内水対策について
排水機場設備等の更新
・南部排水機場
・津屋川水門
・高須輪中排水機場
・大江排水機場
・津屋川排水機場

排水機場設備の更新については、木曽川水系河川整備計画たた
き台（素案）に記載しております。

第３章第２節第１項
２(2)老朽化に伴う施設更新
（Ｐ ３－３７）

実施項目 追加事項
環境 ○水質の改善 支川の浄化

水質の維持・改善については、木曽川水系河川整備計画たたき
台（素案）に記載しております。

第３章第１節第３項
４水質の維持・改善
（Ｐ ３－３４）

実施項目 追加事項
維持 ○排水機場設備等の維持・補強

高須輪中排水機場、大江排水機場
南部排水機場、津屋川排水機場、津屋川水門

排水機場設備等の更新については、木曽川水系河川整備計画た
たき台（素案）に記載しております。

第３章第２節第１項
２(2)老朽化に伴う施設更新
（Ｐ ３－３７）

実施項目 排水機場の補強については、木曽川水系河川整備計画たたき台
（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
３内水対策
（Ｐ ３－１９）

実施事項 ○揖斐川左岸の防災拠点整備 防災ｽﾃｰｼｮﾝ･防災拠点整備については、木曽川水系河川整備計
画たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
４(1)防災関係施設の整備
（Ｐ ３－２０）

実施事項 ○揖斐川における高水敷整備 揖斐川における高水敷整備については、木曽川水系河川整備計
画たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

三重県 その他 河川整備基本方針、河川整備計画策定時共に、県知事への意見
聴取等の関係自治体との調整に際しては、県としても、農林部
局等との関係機関との調整が必要なことから十分な期間を確保
して頂きたい。

事前協議などを適宜実施し、速やかな調整が図られるよう努め
ます。

実施項目 ダム・導水路事業など既に計画されている大規模事業につい
て、河川整備計画において内容・実施時期など明記されるよう
お願いする。

ダム・導水路事業などの大規模事業の内容については、木曽川
水系河川整備計画たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
１水位低下
（3）洪水調節機能の強化
１）新丸山ダムの建設
（Ｐ ３－ ６）
３）横山ダムの再開発
（Ｐ ３－ ７）
第３章第1節第２項
２流水の正常な機能の維持
1)新丸山ダムの建設
（Ｐ ３ー２３）
2)木曽川水系連絡導水路の建設
（Ｐ ３－２４ ）

現状と課題 基準地点が各河川１箇所設けられているが、河川の合流地点等
においての現況流下能力、目標流量について示されたい。ま
た、指定区間となっている支川の流下能力をどう評価している
か確認したい。

河川の合流地点等においての現況流下能力については、木曽川
水系河川整備計画たたき台（素案）に記載しております。

第１章第２節
第１項洪水、高潮等による災害の
発生の防止又は軽減に関する現状
と課題
（Ｐ １－１４）

また、目標流量についても、木曽川水系河川整備計画たたき台
（素案）に記載しております。

第２章第３節
第１項洪水、高潮等による災害の
発生の防止又は軽減に関する目標
（Ｐ ２－ ６）

その他 各河川の戦後最大洪水の確率規模について、資料の提示により
明らかにされたい

流域委員会、策定説明会等で説明致します。

実施項目 支川について、近年の被害状況、改修状況、本川とのバランス
を踏まえてとあるが、影響範囲の改修については直轄で改修す
るのか確認したい

支川改修については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節
第１項洪水、高潮等による災害の
発生の防止又は軽減に関する事項
（Ｐ ３－ １）

実施項目 ダムの洪水調整により、水位が高くなる時間が長くなる事によ
る内水対策（支川排水対策）について計画に記載されたい

内水対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第１項
３内水対策
（Ｐ ３－１９）

実施項目 内水対策に係る整備基準、整備目標について明らかにされたい 内水対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第１項
３内水対策
（Ｐ ３－１９）

実施項目 堤防の耐震化の推進について、現況の耐震性能について報告い
ただき、対策の必要な区間については河川整備計画において内
容・実施時期など明記されるようお願いする。

堤防の耐震化の推進については、木曽川水系河川整備計画たた
き台（素案）に記載しております。また、実施時期については
河川の改修状況等を勘案しながら実施します。

第３章第１節第１項
２(3)地震対策の推進
（Ｐ ３－１９）

実施項目 耐震化の推進について、東海・東南海等の近い将来に発生が懸
念される以外のものは想定されるのか。活断層に対する対応、
地震調査についても明らかにされたい

堤防の耐震化の推進については、木曽川水系河川整備計画たた
き台（素案）に記載しております。また、実施時期については
河川の改修状況等を勘案しながら実施します。

第３章第１節第１項
２(3)地震対策の推進
（Ｐ ３－１９）

実施項目 ダム・導水路事業の実施についてコスト縮減に努めていただき
たい

ダム・導水路事業を含め木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に位置づけられた整備についてはコスト縮減に努めるとと
もに、公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向
上を図るため学識経験者等から構成される委員会において審議
し、結果等の公表を行っていきます。

岐阜県
海津市
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区 分 頂 い た ご 意 見

記載箇所自治体名 頂いたご意見に対する考え方

木曽川水系河川整備計画たたき台（骨子）

三重県
桑名市

実施事項 避難警戒体制の充実のため、各地区における避難勧告等の判
断基準となる水位を定め量水標を設置することを要望します。

避難勧告等の判断基準となる水位を、今後量水標や橋梁等に表
示することを考えております。

その他

堤防及び樋門の耐震性能評価を行い、必要に応じて、補強・改
築を計画し実施することを要望します。

堤防及び樋門の耐震対策については、木曽川水系河川整備計画
たたき台（素案）に記載しております。

第３章第２節第１項
２(1)樋門・樋管、排水機場等の
維持管理
（Ｐ ３－３７）

その他 揖斐川水位が上がって樋門を閉めると内水排除が出来なくなる
小河川に、内水のポンプ施設ができないところは、ポンプ車
が、行ってすぐに稼働ができるような施設等、ポンプ車を有効
に使えるような仕組みを要望します。

排水ポンプ車については、木曽川水系河川整備計画たたき台
（素案）に記載しております。

第３章第２節第１項
９(2)水防に関する連携・支援
（Ｐ ３－４４）
第３章第１節第１項
３内水対策
（Ｐ ３－１９）

実施事項 高水敷の有効利用として、サイクリング道路、遊歩道等の整備
計画を取り入れてください。

高水敷の利用については、木曽川水系河川整備計画たたき台
（素案）に記載しております。

第３章第１節第３項
２川と人ととのふれあいの増進
（Ｐ ３－３１）

実施項目 ・治水の主要な整備メニュー（案）としてⅢネック解消①横断
工作物を改築となっています。桑名市内には木曽三川に架かる
道路橋、鉄道橋がたくさんあります。その中でも伊勢大橋は中
部地整内で橋長15m以上の中で１２番目の老朽橋であり、その
前後は高潮堤防として整備中であります。このため、高潮災害
時に弱点となっている伊勢大橋の早期の架け替えを要望いたし
ます

伊勢大橋の架け替えについては、木曽川水系河川整備計画たた
き台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
１(2)横断工作物の改築
（Ｐ ３－ ６）

実施事項 高潮堤防整備及び高潮堤防整備に伴い改修が必要となる構造物
の改修
（赤須賀水門、松蔭排水機ひ管、城南排水機ひ管）

高潮堤防整備に伴い改修が必要となる構造物の改修について
は、木曽川水系河川整備計画たたき台（素案）に記載しており
ます。

第３章第１節第２項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 ○揖斐川築堤護岸：完成堤防化
深谷・今島地区、大鳥居地区、御砂ひ管改築

揖斐川の築堤護岸の整備については、木曽川水系河川整備計画
たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 ○多度川・肱江川の改修促進及びそれに伴う構造物改築
中須橋、中須取水暗渠

多度川・肱江川の改修については、木曽川水系河川整備計画た
たき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）
第３章第１節第１項
１(2)横断工作物の改築
（Ｐ ３－ ６）

実施事項 ○木曽川暫定堤防の改修 木曽川の暫定堤防の改修については、木曽川水系河川整備計画
たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 ○揖斐川暫定堤防の改修 揖斐川の暫定堤防の改修については、木曽川水系河川整備計画
たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 ○堤防質的強化：浸透対策 浸透対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 ○防災ｽﾃｰｼｮﾝ・防災拠点整備
城南地区（新規） 白鶏地区、福島地区（整備促進）

防災ｽﾃｰｼｮﾝ･防災拠点整備については、木曽川水系河川整備計
画たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
４(1)防災関係施設の整備
（Ｐ ３－２０）

実施事項 ○防災船着場の整備 防災船着場の整備については、木曽川水系河川整備計画たたき
台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
４(1)防災関係施設の整備
（Ｐ ３－２０）

実施事項 ○城南排水機場のポンプ増設 排水機場のﾎﾟﾝﾌﾟ増設については、木曽川水系河川整備計画た
たき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
３内水対策
（Ｐ ３－１９）

その他 より広くの意見を反映するに当り、流域及び地域に設置され
ている広域的な同盟会或いは協議会での意見聴取の機会はどの
ようになるのですか。
また、沿川市町村長の意見聴取の機会はあるのですか。

市町村長への意見聴取については、整備計画（案）の段階で知
事より意見照会が行われますが、ふれあい懇談会、策定説明
会、既存の会議など機会ある毎にご意見をお聞きしていきま
す。

実施事項 予てから要望しております次の事業推進と事業着手をお願い
します。
①木曽川河口部における高潮堤防補強事業の早期着手
・未整備となっている河口部における高潮堤防補強事業の早期
着手

高潮対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(2)高潮に対する安全性の強化
（Ｐ ３－１８）

実施事項 ②木曽川河口部における河川防災ST整備計画の着手
・高潮･地震対策に備えた防災活動拠点を孤立化する河川河口
部への設置計画の策定

防災ステーションの整備について、木曽川水系河川整備計画た
たき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
４(1)防災関係施設の整備
（Ｐ ３－２０）

実施事項 ③河川環境整備事業の計画策定
・河川堤防の漏水対策をも兼ねるといわれる干潟再生事業など
の河川環境整備計画の策定

木曽川下流部における干潟再生事業については、木曽川水系河
川整備計画たたき台（素案）に記載しております。
また、漏水対策については、今後現地の状況を確認しながら対
応を考えていきます。

第３章第１節第３項
４(3)伊勢湾再生への連携
（Ｐ ３－３４）

実施項目 河川環境の保全整備 河川環境の整備と保全については、木曽川水系河川整備計画た
たき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第３項
１河川環境の整備と保全
（Ｐ ３－２６）

実施項目 浸透・漏水対策
川表の止水壁の強化を

浸透対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施項目 堤防強化
河口部の高潮対策を（高潮洪水シュミレーションの検討）

高潮対策については、木曽川水系河川整備計画たたき台（素
案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(2)高潮に対する安全性の強化
（Ｐ ３－１８）

実施項目 ハード対策
木曽川下流部における防災ステーションの充実を。

防災ステーションの充実については、木曽川水系河川整備計画
たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
４(1)防災関係施設の整備
（Ｐ ３－２０）

実施項目 自然再生事業
木曽川下流部における干潟再生、ヨシ原再生の充実を。

木曽川下流部における干潟再生、ヨシ原再生については、木曽
川水系河川整備計画たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第３項
４(3)伊勢湾再生への連携
（Ｐ ３－３４）

実施事項 ○高潮堤防整備に伴い改修が必要となる構造物の改修
（源緑排水機ひ管、新源緑排水機ひ管、鍋田上水門）

高潮堤防整備に伴い改修が必要となる構造物の改修について
は、木曽川水系河川整備計画たたき台（素案）に記載しており
ます。

第３章第１節第１項
２(1)洪水の通常の作用に対する
安全性の強化
（Ｐ ３－ ８）

実施事項 ○高潮堤防及び樋管等構造物の大規模地震対策 堤防及び樋門の耐震対策については、木曽川水系河川整備計画
たたき台（素案）に記載しております。

第３章第１節第１項
２(3)地震対策の推進
（Ｐ ３－１９）

長野県
木祖村

実施事項 景観・環境に配慮した護岸の整備
河川公園を下流域だけでなく、上流域にも整備されたい。

本河川整備計画たたき台（素案）の護岸の整備の施行の場所に
ついては、大臣管理区間を対象としております。

第２章
第１節 整備計画対象区間
（Ｐ ２－ １）

三重県
木曽岬町
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